
 

平成 21年 12月 8日 

各      位 

会 社 名  株式会社テンポスバスターズ 

代表者名  代表取締役社長 森下 和光 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 2751） 

問合せ先  

役職・氏名 管理部長 毛利 聡 

電話 03-3736-0319 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 6 月 15 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

記 

１．平成 22 年 4月期 連結業績予想の修正等 

(１) 第２四半期連結累計期間（平成 21 年 5 月 1日～平成 21 年 10 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ）  

５，７００ 

 

２８０ 

 

２８０ 

 

１２０ 

円  銭 

３，０３１．３７ 

今回修正（Ｂ） ６，２１６ ４０４ ４４０ ２２３ ５，６５３．９１ 

増減額（Ｂ－Ａ） ５１６ １２４   １６０   １０３   － 

増 減 率 ９.０％ ４４．２％ ５７．１％ ８５．８％ － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21 年 4 月期第２四半期） 

５，９２６ ２９３ ３２２ １７０ ４，１８２.１１ 

 

(２) 通期（平成 21 年 5月 1日～平成 22 年 4月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ）  

１２，０００ 

 

６００ 

 

６００ 

 

２５０ 

円  銭 

６，３１８．３６ 

今回修正（Ｂ） １２，０００ ７２０ ７２０ ２７５ ６，９４６．９０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ０ １２０   １２０   ２５   － 

増 減 率 ０. ０％ ２０.０％ ２０．０％ １０．０％ － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 1 年 4 月 期 ） 

１１，２８４ ５７５ ６１４ ４１ １，０２５．１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．平成 22 年 4月期 個別業績予想の修正等 

(１) 第２四半期累計期間（平成 21 年 5月 1 日～平成 21 年 10 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ）  

３，７００ 

 

２７０ 

 

２８０ 

 

１１０ 

円  銭 

２，７４６．５７ 

今回修正（Ｂ） ４，３４７ ３６８ ３９８ １９１ ４，７８９．２０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ６４７ ９８  １１８   ８１   － 

増 減 率 １７．４％ ３６．２％ ４２．１％ ７３．６％ － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21 年 4 月期第２四半期） 

４，２１６ ３０４ ３２０ １７３ ４，１８４．５６ 

 

(２) 通期（平成 21 年 5月 1日～平成 22 年 4月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ）  

７，８００ 

 

５７０ 

 

５９０ 

 

２３０ 

円  銭 

５，７４２．８２ 

今回修正（Ｂ） ８，５００ ６８０ ７００ ２５０ ６，２４２．２０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ７００ １１０   １１０   ２０   － 

増 減 率 ８.９％ １９．２％ １８．６％ ８.６％ － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 1 年 4 月 期 ） 

７，９６６ ５９４ ６２３ １５７ ３，８５３．９２ 

 

３．修正の理由 

(１) 第２四半期累計期間の業績予想について 

・個別の業績予想について 

売上高につきましては、前期に出店をした柏店の業績が、当初の予想よりも早期に軌道に乗り全体の

数字を押し上げたことが一つの要因であります。また全社的にも新規出店のお客様への提案営業及び顧

客リストを利用した訪問、電話営業等といった、これまでトレーニングを続けていた営業方法が効果を

現し、これまでの店舗販売中心の業績に上積みをする結果となりました。営業利益及び経常利益につき

ましては、不採算店舗を中心として家賃交渉を進めたこと、店舗ごとの営業時間の効率化を進めたこと、

営業本部長である代表取締役自らが商品の仕入れ交渉を行い新品の粗利率の改善を行ったこと等が営業

利益率及び経常利益率の改善につながり、結果として業績に大きく寄与しました。当期純利益につきま

しても、上記の通り全社的な業績の好調を受けて当初の計画よりも順調に推移しております。以上の結

果により売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が計画を上回ったため業績予想を修正いたします。 

・連結の業績予想について 

当連結グループの業績の 70％以上は当社の業績によるものでありますので、個別の業績予想の修正理

由により、売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が計画を上回ったため業績予想を修正いたしま

す。 

 

(２) 通期の業績予想について 

連結及び個別の業績予想については、現在の経済情勢を鑑みるに、今後の出店計画や店舗での売上高

に与える影響等が不確定ではありますが、第２四半期累計期間における業績予想の修正を加味した上で

期末までの業績が、公表しているものよりも上積みされると見込むことができますので、連結について

は、営業利益、経常利益及び当期純利益の業績予想を修正いたします。個別につきましては、売上高、

営業利益、経常利益及び当期純利益の業績予想を修正いたします。 

 

※上記に記載した予想数値は、発表日時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以   上 


